
令和５年度  国語科 「 古典標準 」 シラバス 

沖縄県立首里東高等学校 

科目名 単位数 学年 必修・選択 特進・普通 備考 

古典標準 １ ２ 必修 特進 
 

 

 

１ 科目の目標 既習の文法事項を復習し、さらに発展的に学習することで、古典作品

を読むために基礎的な知識を定着させる。 

２ 学習を通して本校

で育成したい資質 

〈キャリアの視点〉 

〈自己理解〉 

人の意見を聴く力 

失敗を恐れずに挑戦する力 

〈課題対応能力〉 

計画的に行動する力 

３ 評価の観点 ①知識・技能 

 伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまりについて理解し、知識

を身に付けている。 

②思考力・判断力・表現力 

・国語で伝え合う力を進んで高めるとともに、言語文化に対する

関心を深め、国語を尊重してその向上を図ろうとする。 

③学習に向かう態度 

 知識及び技能を獲得したり、思考力・判断力・表現力等を身に着け

たりしようとする学習に向け、自らの学習を調整している。 

４ 評価方法 ・定期考査を基本とし、小テストや日々の提出物（学習プリント、振

り返りシート等）、授業への参加（発表、グループ学習）課題提出等

を総合的に評価する。 

５ 使用教科書・教材 古典の手引き定着ノート いいずな書店 

 

学習方法 

古文の助動詞、助詞等の既習事項を復習し、発展的な識別問題等に取り組むことで、文法事項

の定着を目指します。 

古文単語を引き続き学習し、古文の文章問題を読み解く実践力を養います。 

 

 

 

 

 

 

 


